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S. Murakami, Y. Miki, and F. Miyagawa proved that there is a remarkable output

of heteroantibody against typhoid, paratyphoid A and B, and dysentery bacilli in the

animal experiment, they proceeded in 1934 to experiment with cocktyphoid-bacilli which

had been obtained from cocks that had died of cocktyphoid.

They were also highly successful in bringing about a state of immunity from typhoid

when applying the same bacilli to rabbits. We therefore resolved to use it upon human

beings, and put it into practice, per os, with 9252 peoples in all, in April, 1936. Those

treated were ordinary citizens and factory-hands.
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As to the result, we knew that we might disregard such by-effect of the vaccination-

stomach-ache, headache, diarrhoea, etc. -as we found in a mild form. When, at the

end of the November of the same year, we investigated the cases of 7486 of those who

had been thus vaccinated whit a view to ascertaining if there had been any outbreak of

typhoid, paratyphoid A and B, or dysentery (for we cousidered that the vaccine has

some influence on the latter disease also), we found among the workmen-class no out-

break of the above-mentioned diseases in the case of those who had taken the cock-

typhoid-vaccine, while there were 2 dysentery patients among those who had taken

Heterogen. In the case of the ordinary citizens there had occurred one typhoid and

one dysentery case among those who had taken bile and the cocktyphoid-vaccine. The

number of victims was, moreover, far less than among those who had not been vaccin-

ated. What is more, the patients made very good progress.

Thus we believe that the cocktyphoid-vaccine may be successfully applied orally to

the human body. As for its effect upon dysentery, we consider that this should be

made the subject of further study in the future. (Autoreference)

目 次

第1章 緒 論

第2章 材料及ビ實施方法,實 施區域

第1項 經口免疫材料及ビ實施方法

第2項 實 施區域

第3章 服用者状況

第1項 服用者總數

第2項 年齡別服用者調

第3項 服用當日身體状況

第4章 副作用ニ就テ

第1項 發現率及ビ症状別

第2項 年齡的關係及ビ總體的反應率

第5章 患者發生状況

第1項 最近ニ於ケル患者發生數

第2項 實施後ノ患者發生状況

第3項 諸家ノ成績トノ比較

第4項 服用者患者經過

第6章 考 按

第7章 結 論

文 獻

第1章 緒 論

1891年Ehrlichハ 植 物性 蛋 白毒 ナ ル 「リチ

ン」 「ア ブ リン」ヲ經 口的ニ 投 與 スル コ トニ依

リテ動 物ニ 完全 ナ ル免 疫 ヲ生 ゼ シムル 事 實 ヲ

發 表 シテ經 口免 疫ニ 關 スル 科 學 的基 礎 ヲ與 ヘ

タ リ.1905年Zeitlinハ 初 メテ赤 痢 菌 ヲ動 物

ニ經 口的ニ 投與 シ抗 體 産 生 ノ事 實 ヲ發 表 シ茲

ニ細菌 經 口免 疫 ノ實 驗 的 研 究ニ 成 功 セ リ.次

イ デFriedberger (1906), Loffler (1906)及

ビ本 邦ニ 於 テ志 賀博 士(1907)ハ 相 前 後 シテ

經 口免 疫 ノ實 驗 的 研 究 ヲ報 告 シ局 所免 疫 學 上

其 ノ用 フ可 キ ヲ主 張 シタ リ.志 賀博 士 ハ更 ニ

赤 痢 死 菌 ヲ經口 的ニ 人體ニ 應 用 シ豫 防免 疫 上

優 秀 ナ リ トノ意 見 ヲ發 表 ナ シタ ル モ未 ダ人 體

應 用 ノ域ニ 達 セザ リシナ リ.然 ル ニ1918年

A. Besredcaハ 脾 脱 疽 菌 ノ皮 膚 感 染ニ 關 スル

研 究 中或 ル病 原 菌 ハ特殊 細 胞 ト親 和 性 アル ニ

着 目 シ茲ニ 腸 管 局 所免 疫 ノ新 學説 ヲ樹 立 シタ

リ.尚 ホ氏 ハ チ フス菌 ヲ以 テ セル經 口免 疫 ニ
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於 テ牛膽 汁 感 作 ヲ行 フ時 ハ其 ノ免 疫效 果 ノ著

明 ナル事 ヲ提 唱 セ リ.爾 來幾 多 ノ諸 學者ニ 依

リ興味 アル追試 研 究發 表 サ レ腸管 傳 染病 豫 防

ニ貴 重 ナ ル一石 ヲ投 ジタ ル ノ感 ア リ.腸 管 傳

染病 中 チ フス經口免 疫 ヲ實 際ニ 人體ニ 應 用 セ

シハVaillantニ シテ1921年 佛 蘭 西 ノ一 小 村

ニ チ フス ノ爆 發的 流行 ヲ見 タ ル時 住 民1236

名ニBesredca創 製 ノBilivaccineヲ 服 用 セ

シメ優秀 ナル豫 防效 果 ヲ修 メ シニ初 マル.次

イデGauthier, Starzynski, Frankel等 ノ業

績 發 表 サ ン本 邦ニ 於 テ ハ1928年 熊 谷博士 ニ

依 リBilivaccineヲ 以 テ實 施 セ ラ レ鈴 木,杉

尾,井 上,豊 田,二 木,大 坪,渡 邊 等 ノ諸 氏

相次 イ デ實施 成績 ヲ發 表 セ リ.

赤痢 經口免 疫ニ 關 シテ ハNicolle u. Conseil

兩 氏 ガ初 メ テ 有 志 者4名ニ實 施 シタ ニ 初 マ

ル.即 チ氏 ハ内2名ニ3囘 連 續 赤痢 死 菌 ヲ

投 與處 置 シ志 賀型 赤痢 生菌 ヲ呑 マ シメタ ル ニ

處 置者2名 ハ無 反應 ナ ルニ 反 シ非處 置者2名

ハ明 カナル赤 痢 症 状 ヲ呈 シ タ リ ト.次 イ デ

Pascal, Antonovsky, Frankel等 ノ實 施 報 告

發表 サ レ本 邦ニ 於 テ ハ1907年 志 賀 博士 ノ人

體 實驗 アル モ最 近豐 田,二 木(1932),推 葉,

松 岡,目 黒,井口,大 坪,黒 井,渡 邊,中 富,

菱 川等 ノ實 施 成績 前 後 シテ發 表 ア リタ リ.斯

ク ノ如 ク經 口免疫 問題 ノ盛 ンニ提 唱 セ ラ レツ

ツ アル時 恰 モ鈴 木,杉 尾兩 氏(1932)ハ 異 種

菌 經 口免 疫 ナル新 シ キ問題 ヲ提 供 シ學 界 ノ視

聽 ヲ集 メタ リ.即 チ氏 等 ハ雛ニ 病原 性 ヲ有 シ

"White diarrhoe"ヲ 惹起 セ シムル 白痢 菌 ヲ

人 及 ビ家 兎ニ 皮下 注 射 或 ハ經 口的ニ 投 與 ス レ

バ チ フス 菌,バ ヲチ フス菌A及 ビB,志 賀赤 痢

菌ニ對 スル異 菌 抗體 ヲ産 生 スル コ トヲ證 明 シ

元來 白 痢菌 ハ 人體 ニ無 害 ニ シテ該 菌Vaccine

ハ經 口的投 與ニ 際 シテ ハ何等 副 作 用 無 キ コ ト

ヲ確 メ良 キ豫 防劑 タル ベ キ ヲ提 唱 シタ リ.次

イ デ大 久保(1933),伊 庭(1934),田 部 井(1935)

森(1934,1935,1936),島(1935)等ニ 依 リテ

追 試 セ ラ レタ ル實驗 報 告 ハ何 レモ 白痢 菌 ハ異

菌 抗 原 タ リ得 ベ キ コ トヲ證 明 セ リ.而 シテ杉

本,松 井(1935),磯 野(1937),大 須 賀(1937),

谷 口(1937),岩田(1937)及ビ 秋 田,宮 城,岐

阜,福 井等 數 縣 ノ本菌 ヲ以 テ セル經口ヴ ク チ

ン ノ大 衆 實施 報 告 ハ何 レモ豫 防 ノ實 際 的效 果

ヲ認 メタ ル モ ノナ リ.最 近 村 上,三 木,宮 川

氏 等(1934)ハ 岡 山 縣 下 ニ發 生 セル鷄 チ フ ス症

斃 死 成鷄 ヨ リ分 離 セ ル鷄 チ フ ス菌 ヲ以 テ動 物

實 驗 ヲ行ヒ タ ル結 果 チ フ ス菌,バ ラチ フ ス菌

A及 ビB,志 賀 赤痢 菌ニ對 ス ル異 菌 抗 體 産 生

ノ著 明 ナ ル コ トヲ證 明 シ(但 シ志 賀赤痢 菌 ニ

對 シテ ハ輕 度)之 ヲ靜 脉 内注 射 或 ハ經 口的 投

與 セル 家 兎 ハ チ フス菌 ニ對 スル感 染 防 禦 力 ヲ

獲 得 スル 事 ヲ提 唱 セ リ.(昭 和11年2月 其 ノ

概 要 ハ岡 山醫 學 會總 會 ニ テ發 表 シタ リ)其 ノ

後 氏 等 ハ淺 沼ト 共ニ 先 キ ニ發 表 セル成績 ノ正

確 ヲ期 スル 爲更ニ 多數 ノ家 兎 ヲ用 ヒテ感 染 防

禦 試 驗 ヲ行 ヒタ ル ニ チ フ スニ對 スル豫 防效 果

優 秀 ナ ル 事ヲ 確 認 セ シムル成 績 ヲ得 タ リ.

鈴 木 教 授 ハ余 等ニ 傳 ヘ テ日 ク 「人體ニ 無 害

タ ル可 キ異菌 抗 原ニ 依 リテ腸 管傳 染 病 殊 ニチ

フス,バ ラチ フス,赤 痢 ノ豫 防效 果 ヲ擧 ゲ得

バ實ニ妥 當 且理 想 的 ナ ル豫 防劑 ナ ラ ン.鷄 チ

フ ス菌ニ 依 ル應 用如 何 」 ト.依 リテ余 等 ハ昭

和11年4月愼 重 ナル 注意 ノ下ニ 人體 應 用 ニ

供 シ同 時ニ 他 ノ内服Vaccineヲ モ比 較 應 用 シ

其 ノ成 績 ヲ得 タ ル ヲ以 テ茲ニ 其 ノ第1報 ヲ報
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告 セ ン トス.

第2章 材 料 及 ビ實 施 方 法 實 施區 域

第1項 經 口免 疫 材 料 及 ビ實 施 方 法

該鷄 チ フ ス菌 ヲ以 テ スル 内服Vaccineハ48時

間培 養 ノ加 熱 殺菌 ヲ1錠15mgヲ 含 有 スル 賦 形 劑

加 白 色錠劑 トナ セリ.(總 テ同 仁 製 藥 會社ニ 依 頼 シ

テ 製造 セル モ ノナ リ.)投 與ニ 際 シテ ハ3日 間 連 續

用 法ニ 從 ヒ,各 囘 何 レ モ,2錠 宛 總菌 量90mgヲ

投 與 セ リ.而 シ テ前處 置 ト シテ之ニ膽 汁錠 ヲ使 用

セ ル モ ノト,然 ラザ ル モ ノ トニ分 テ リ.膽 汁ハ1

錠0.4g含 有 セ シ メ毎 囘2錠 宛 用ヒ タ リ.尚 ホ實

驗ニ 當 リテ異菌 抗原 トシテ既ニ 發賣 サ レ タル 「ヘ

テ ロ ゲ ン」及 ビ 「三 共 チ フス内 服 ワ クチ ン」ノ3者

ノ比較 ヲ行 ヒ又對 照 トシテ非 服 用 者中 ノ一 部ニ 乳

糖錠 ヲ1錠2.0gト シ 毎 囘2錠 宛 ヲ 用 ヒ3日間3

囘 服用 セ シ メ タ リ.内 服Vaccineハ 何 レ モ2錠 宛

早 朝空 腹 時ニ 服 用 セ シ メシ ヲ以 テ 工 場 ニ テ ハ午 前

4時 前後 町 民 ニテ ハ 午 前5時 前 後 服用 セ シ メ,内

服1時 間 後ニ 食 事 ヲ攝 ラ シ メ タリ.膽 汁錠 ハ何 レ

モVaccine内 服15分 前ニ 用ヒ タ リ.便 宜 上使 用

ニ供 シ タル前 記 各内 服Vaccine及 ビ乳 糖錠 ヲ以 下

A, B, C, D, Eト 略 記 スル 事 トセ リ.即 チ

A. 膽 汁前處 置 及 ビ鷄 チ フ ス菌錠

B. 鷄 チ フ ス菌 錠

C. ヘ テ ロ ゲン

D. 三 共 チフ ス内服 ワ クチ ン

E. 乳 糖 錠

第2項 實 施區 域

實 施區 域 ハ 未 ダ本 年 内ニ 豫 防 注射 又 ハ内 服Vac-

cineヲ 用 ヒザ ル 縣 下主 要 工 場20ヲ 選ビ タ リ.該

工 場所 在地 ハ岡 山,倉 敷兩 市 ヲ初 メ岡山 縣 下兒 島.

吉 備,上 房,小 田,淺口,英 田,眞 庭,久 米,上

道 等 ノ岡 山 市 ヲ中心 トセル 東 西 南北ニ 亙ル數 郡 ニ

散 在セ リ.又 比較的傳染病發 生率高キ下津井.金

浦 ノ2箇 町 ヲ之ニ加ヘ,前 記各内服Vaccine及 ビ

對照錠劑 ヲ昭和11年4月22日ヨ リ6月6日ニ 至

ル46日 間ニ 亙 リ順次服用セシメ タリ.而シテ從來

ノ服用方法 ニテハ完全ナル服用 ヲ期 シ得ザル ノ憾

ミア リシモ,鈴 木教授 ノ御指導ニ 依リ 余等ハ的確

ニ其 ノ目的 ヲ達 スル ヲ得 タリ.即 チ工場 ニテハ服

用 者ニ豫 メ「カー ド」ヲ配付 シ置 キ,氏 名,年 齡,

身體状況等 ヲ詳細ニ 各自記入セ シ メ所定 ノ時間 ニ

廊 下ニ整列 セシ メ順次Vaccine配 給所 ヲ,通 過 セ

シメ「カー ド」ト交換ニ 之 ヲ與ヘ指導者 目前 ニテ全

部ニ 服用 セシメタ リ.「カー ド」ハ責任者捺印 ノ上

再 ビ配付 シ,3囘 ノ捺印アルヲ以 テ完全服用 者 ト

セ リ.町 民ニ 於テ モ所定 ノ時間,所 定 ノ場所ニ 集

合 セ シメ同樣 ノ方法 ヲ以テ服用セ シメタ リ.

第3章 服 用者状 況

第1項 服 用 者總 數

各 工場ニ 於テ施行セ シ内服 者 ノ總數ハ第1表 ノ

如 ク,7956名 ニ シテ,其 ノ大多數ハ女工 ニシテ,

内乳糖錠 ヲ用 ヒタル モ ノ1244名 ヲ算 セ リ.町民 ニ

於テモ女子服用者多數ナ リキ.

第1表 内 服 別 男 女 總數

町民ニ 於 テ服用セ シメシモ ノハ一部乳糖錠服用

者 ヲ含 メ1296名 ニ シテ内服Vaccine別 状況ハ表
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示セル如 シ.結局服用者ハ斯 クシテ總數9252名 ヲ

算 シ,内 約男子1572名,女 子7680名 ナ リ.他 出

歸省等 ノ爲中途内服 ヲ中止 セシ者ハ全部非 服用 者

ト見做 セ リ.(又 之等 ノモ ノニ於テハ服用 ニヨル

副作用等 ヲ認 メザ リキ).

第2項 年齡 別 服 用 者 調

上記各服用考 ヲ年齡別ニ 見ルナ ラバ第2表 ノ如

ク各豫防劑 及 ビ對照 ノ何レモ,之 ヲ服用 セシ者ハ

11-20歳ニ 最 モ多數 ニシテ6051名 ヲ算 シ,21-

30歳 之ニ次 ギ1904名ニ 及ベ リ.即 チ11歳 以上,

30歳 以下 ノ者 ノ大多數 ヲ占 メタリ.

第2表 年齡 別 服 用 人 員

第3項 服 用當 日身體 状 況

服用當日 ノ身體状況 ヲ調査 セシニ内服 者女工多

カリシ爲 メ第3表 ノ如 ク月經 ヲ有 スル者366名 ニ

及 ンデヲ リ感冒,胃 腸疾患等若干名 ニシテ結局男

女 總計481名即 チ服 用 者 總 數 ノ5.1%ニ相 當 セ ル

異 常 者 ア リシ モ,總 テ輕 度 ニ シテ 内 服ニ 支障 ヲ來

セ シ ガ如 キ 者 ハ1名 モ認 メザ リキ.

第3表 服 用 當日 身 體 状 況
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第4章 副作用ニ就テ

第1項 發現率及ビ症状別

副作用ハ概ネ低率ナリシモ,表示 セルガ如ク第

1日ニ 最 モ多 ク,第2日,3日ト漸 減セ リ.又對 照

タル乳糖錠服用者 ニ於 テモ相當率 ノ副反 應ヲ示 シ

其 ノ副作用 モ第2日,第3日 ト漸減セ リ.

第4表 副 作 用 發 生 率

3日 間連 續 異 常 ヲ呈 セ シハA 5.84%, B 4.27%,

C 6.93%, D 3.24%ニ シ テC服 用 者 ガ稍 々高率 ト

云 ヒ得 ベ ク,乳糖 服用 者ニ 於 テ モ2.04%ノ 連 續 異

常 者 ヲ見 タ リ.

而 シテ主 ナル 症状 ハ第5表 ノ如 ク腹 痛 最 モ多 ク

頭 痛,倦 怠 等 之ニ次 ギ,下 痢,嘔 吐,軟 便,發 熱,

發疹 及ビ 其 ノ合併 症 等 ヲ訴 ヘ タ リ.

第5表 症 状 別 副 作 用

第2項 年齡 的 關 係 及ビ 總體 的 反應 率

各種症状 ノ年齡 的關 係 ヲ調査 セル ニ,A及 ビC

服用 者ハ11-20歳ニ 於テ 夫 々6.94%及 ビ7.10%

ノ高率 ヲ示 シ,B服 用 者ハ21-30歳ニ 於テ5.28%

ヲ示 セ リ.尚ホD服 用者ハ21-30歳ニ 於テ9.42%

ト云 フガ如キ高率 ヲ示 シ,E服 用者ニ 於テモ4.25%

(21-30歳)ノ 副作用 ヲ見 タリ.而 シテA及 ビB

ニ於 テハ高年ニ 及ブ ニ從 ヒテ反應症状 ノ減少 セル

ガ如 キ傾向 ヲ示セ リ(第6表).

第6表 副 作 用 ノ年齡 的 關 係
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副 作用實數ニ依ル總體的反應 率 ヲ見ルニ,第7

表ニ示セ ル如ク,A及 ビD服 用者即チ膽汁 ヲ併用

スルヅ クチン ノ服用者ニ於 テ,何 レモ6%以 上 ノ

副作用率 ヲ示 シ他 ノ内服Vaccineニ 比 シ稍 々高率

ナ リ.本 邦諸家 ノ成績 ト余等 ノ成績 トヲ比較 スル

ニ,余 等 ノ實施 セシ主體 タル鷄 チ フス菌經口ヴ ク

チンA,Bニ 就 テ見ル ニ其 ノ副作用 率ハ諸家 ノ他

種經口ブ クチ ンニ於 ケルモ ノト大差 ナ ク,副 作用

ハ之 ヲ顧慮 スルニ 足 ラザル モ ノナル ヲ知ル.

第7表 總 體 的 副 作 用

第8表 諸家ノチフス副 反應率

即チ第8表ニ 示 セル如 ク チフスニ 於テハAハ

熊谷氏 ノ成績ニ 近 クBハ 熊谷氏 ノ成績 ヨリ低ク,

豐田,二 木兩 氏 ノ成績 ヨ リ高率ナルモ,井 上氏 ノ

學生630名ニ 應用 セル成績 ヨ リ遙ニ 低率 ナ リ.又

「ヘテロゲン」ノ副 作用率 ハ熊谷氏 ノ成績 ト近似セ

リ.

余等ハ余等 ノ使用セル經口ヴ クチン ノ内A,B,C

ハ何 レモ赤痢豫防ニ モ影響 アルモ ノト思惟 シスル

ヲ以 テ之等ニ就 キ余等 ノ知リ得 タル副作用率 ヲ諸

家 ノ赤痢内服ヴ クチン實施成績ニ 於 ケル副作用 率

ト比較 シ見 タル ニ第9表ニ 示ス如 クBハ豐 田,二

木兩 氏 ノ成績 ト能 ク一致 シA,Cハ 稍々高率ナル

モ渡邊,黒井兩 氏 ノ成績ヨリ 遙ニ 低率ニ 立ツ ガ如

キ事情 ニア リキ.

第9表 諸 家 ノ赤 痢 副 反應 率

第5章 患者 發 生状 況

A,Bハ チフス菌,バ ラチ フス菌A,Bノ 外尚 ホ

赤痢 菌ニ對 スル抗體 産生 ヲモ我教室ニ 於テ本菌 研

究中實驗 的ニ證明セル ニ依 リ患者發生状況 ノ調査

ニ當 リテ,腸 チ フス,バ ラチフスA,Bノ 外,赤

痢ニ 關 シテモ發生 ノ有無 ヲ併セテ調査 セ リ.

第1項 最 近ニ 於 ク ル患 者 發 生數

第10表 最 近4箇 年 間 患 者 發 生 數
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先 ヅ余等 ハ岡山縣下 ニ於 ケル最近4箇 年間 ハ患

者發生状 況 ヲ調査スルニ第10表ニ 示 スガ如 シ,

其 ノ死 亡率ニ 於テハ,チ フ ス,バ ラチ フス合セテ

17.44%乃 至19.75%ノ 間 ヲ上下 シ,赤 痢ノ 如キハ

32.57%乃 至40.84%ト 云フガ如 キ相當 ノ率 ノ死

亡者 ヲ出セル現状ナ リ.

而 シテ余等 ガ經口 ヴ クチン服用 ヲ實施セ シメシ

工場 及ビ 實施 町ニ於 ケル最近5箇 年間 ノ患者發生

状況 ヲ調査 スルニ第11表,第12表 ニ示 スガ如 ク

工場ニ 於 テハ昭和7年111名 ト云 フ,チ フス及

ビバ ラチ フス ノ大流行 ヲ見 タル モ大體例年チ フス

及 ビバ ラチ フス併セテ10數 名 ノ患者發生 ヲ示 シ,

第11表 最近5箇 年 間 實 施 工場 患 者 發 生數

第12表 最近5箇 年間實施町患者發生數

又實施セ シ2箇 町 ヲ併 セテ 昭和9年52名 ト云 フ

チ フス及 ビバ ラチフ ス多數患者發生 ヲ見タ ル モ余

等 ガ經口 ヴクチ ン服用 實施年ニ 於テ,其 ノ11月 末

調査セ シニ(第12表 最下欄)何 レモチフ ス及 ビバ

ラチフス併 セテ10名 ト云 フ最少 ノ數値 ヲ示 セ リ

(余等ハ第11及 ビ第12表ニ 於テ,チ フス及 ビバラ

チ フスヲ合算 シテ表示 セル モ,チ フス發生數 ハバ

ラチフス ニ比シ遙ニ 多數ニ 發生 ス)赤 痢ニ 於 テハ

貴施工場,町 民共ニ逐年 増加 シ行 クガ如 キ傾向 ニ

ア リ.

第2項 實 施 後 ノ患者 發 生状 況

余等ハ同年11月 末患者發生状 況 ヲ調査 シタ リ.

工場 服用人員中實施關係以外 ノ疾 患ニヨル死亡者

及 ビ他府縣轉 出又ハ縣内異動 等 ノ結果服用人 員總

數中余 等 ガ本實施關 係疾 患發生 ノ状況 ヲ調査 シタ

ル モノハ6294名 ニ シテ第13表 ノ如 クチフス及ビ

バラ チ フス患者 ノ1名 ノ發生 モ無カ リキ.

非服用者(實 施セ シ工場ニ 勤務セ シモ ノニテ服

用 セザ リシ人員及 ビ2箇 町ニ 於テハ服用 セシメシ

モ ノ以外 ノ全町民)ニ 就 テ見ル ニ,實 施工場關 係

6559名ニ 於テ見 ル ニ10名 ノ チフス及ビバ ラチフ

ス患者 ノ發生 ヲ見,内1名 死亡セルア リ.

第13表 工場 罹 患 率(チ フス及 ビバ ラチ フス)

第14表 町民 罹 患 率(チ フ ス及 ビバ ラチ フ ス)

實施2箇 町民ニ 於テハ服用者1192名 中B服 用

者 ニチ フス患者1名 ノ發生 ヲ見 タリ.而 シテ非服
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用者 タル町民12472名ニ 於 テ10名 ノ患者 ヲ出 シ

内3名 ノ死亡者 ヲ見 タリ.即チ工場ニ 於テハ服用 者

罹患率0ニ シテ非服用 者罹患率0.15%町 民ニ於 テ

ハ服用者及 ビ非服用 者罹 患率同率 ニシテ0.08%ナ

リ.赤痢ニ於テハ工場服用者中C服 用者ニ2名 ノ

患者ヲ見,非 服用者 中 ヨリ22名 ノ患 者ヲ出 シ,内

1名 ノ死亡ヲ見 タリ.即 チ服用 者罹患 率0.03%ナ

ル ニ反 シ非服用 者罹患率0.33%ニ シテ約10倍 ノ

罹患状況 ヲ示 セリ.町 民服用 者ニ於テハB服 用者

ニ1名 ノ患者發生 シ非服用 者中 ヨリ9名 ノ患者 ヲ

出シ内1名 ノ死亡 ヲ見 タ リ.即 チ 服用者罹患率

0.08%ニ シテ非服用 者擢患率0.07%ナ リ.余 等ハ

以上 ノ關係 ヲ綜合 シテ内服Vaccine別ニ述ブ レバ

A及ビD服用 者ニ於 テハ,關 係疾患ニ 於テ1名 ノ

患者發生モナク,B服 用者ニ 於テチフス及ビ 赤痢

各1名,C服 用者ニ於テ赤痢2名 ノ發生 ヲ見 タ リ.

第3項 諸 家 ノ成 績 トノ比 較

服用後 ノ罹患状況 ヲ諸家 ノ文獻ニ徴 スル ニ,第

15表 ノ如 ク何レモ優秀ナル豫防效 果 ヲ報告セ リ.

而シテ余等 ノ供試 セル各經口 ヴクチンニ就テ見ル

ニ鷄チ フス菌 ワクチンニ於テハ膽汁 ヲ附加 セザル

B服 用者 ニチ フスλ ビ赤痢 各1名 ノ發生 ヲ見 タル

ノミニシテ諸 家 ノ成績 ト遜色 ナキ ノミナ ラズ寧 ロ

良好ナル結果 ヲ得 タリ.而 シテ膽汁加鷄 チフ ス菌

經口 ヴクチンニ於テハチ フス,バ ラチフス及ビ赤

痢 ノ發生 ヲ其ノ 服用 者ニ1名 モ見ザ リキ.

ヘテロゲン服用成績ニ 就 テハ諸家 ノ報告何 レモ

簡ニ過ギルモ桑名,武野兩 氏 ノ3680名ニ 實施應用

シタル結果 ハチフス1名 ノ發生 モ無 ク神戸 市ニテ

應用 シタル岩田氏 ノ成績ニ テハ服用 者35738名 中

チフス罹患者8名 ヲ出シ非服用者18741名 中35

名 ノ罹 患者 ヲ有 シ之 ガ萬分比ハ2.2ニ對 シ18.6ナ

リシト報ジ大須賀氏ハ61700名ニ 服用セ シメタル

結果 ハ疫痢罹患率1/6ニ 低下セ リト報告セ リ.

余等 ト同樣ニ各 種製劑 ワクチンヲ使用 シタル杉

本,松井兩 氏 ノ成績 ニテハチ フス發生萬分率 ハ,

ヘ テロゲン服用 者ニ於 テ7.82ニ シテ 三共チ フス

内服 ワクチン服用 者ハ16.06ナ リシト報 告セ リ.

然 レ ドモ余等 ノ工場 及 ビ町民ニ 於 ケル實施ニ 於 テ

ハヘテロゲン服用者ニチ フス及 ビバラチフス ノ患

者 ノ發生 ヲ見 ズ.赤 痴ニ 就テハ工場ニ2名 ヲ服用

者中ニ發生 シタル ヲ見,而 モ工場内非服用者ニ 於

ケル赤痢發生數 ノ1/10以 下ナ リ.

三 共ワ クチンニ於 ケル余等 ノ實驗 ニ於テハ服用

者ニ亦 チフス患者 ヲ見ザ リキ.

第15表 諸 家 ノチ フ ス豫防 實 施 成績

第16表 諸家 ノ赤痢(疫 痢)豫防實施成績
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第4項 服 用患 者經 過

非服用 者患者 ニ於テハ發病者中チフス4名,赤

痢2名 ノ死亡 ヲ見 タル モ,服 用者患者 ニテ發病 シ

タル 者ニア リテハ1名 ノ死亡者モナク,第17表 ニ

示 セル ガ如 ク何 レモ順當ナル經過 ヲ示 シタ リ.

第17表 罹 患 者經 過

而 シテ チフス ニ於 テ病症ハ45日 ノ經過 日數 ヲ

示 シ,赤 痢ハ1名 ヲ除キ,23日 ノ最短期間 ニテ全

治ヲ見 タ リ.只16歳 ノ某男工 ハ68日間 ノ全治 日

數 ヲ要 シタルモ同人 ハ平素 ノ榮養甚 シク不良 ナ リ

シ爲 メ斯ル長キ 日數 ヲ以 テ全治セ シモ ノト思惟 セ

ラル.即 チ以上 ノ所見 ヲ以テスレバ,内 服罹患者

ノ發病經過 ハ短 ニシテ症状モ亦輕症 ナ リキ.

第6章 考 按

經口免 疫 ハ操 作 簡 ニ シテ皮下 接 種ニ 依 ル ガ

如 キ不 快 ナ ル反 應 ヲ考 慮 ス ル ノ要 無 ク而 モ罹

患 率 ノ低 キ事,經過 及 ビ豫 後 ノ良好 ナ ル事等

ハ諸 家 ノ齊 シク認 メタ ル所 ニ シテ余 等 ノ行 ヒ

シ實 施 成績ニ 依 ル モ,亦 非 免疫 者ニ 比 シ罹 患

率 低 ク而 モ經 過,豫 後 ハ 良好 ナ リ.而 シテ余

等 ノ使 用 シタ ル ワクチ ン ノ内鷄 チ フ ス菌 經 口

ヴク チ ンヲ茲ニ 按 ズル ニ其 ノ異 菌免 疫 ノ一 機

轉ニ 依 ル豫 防效 果 ハ否 定 シ難 キ所 ナ リ.

鷄 チ フ ス菌ニ膽 汁前處 置 ヲ 施 シ タ ル モ ノ

ハ,今 囘 ニ實 驗ニ 於 テ按 ズ ル ニ,膽 汁前處 置

ヲ行 ハザル モ ノニ比 シ,甚 ダ優 良 ナ リ,但 シ

副作 用 ハ總體 的%ニ 於 テ(第7表)稍 々高 率

ナ ル モ之 ハ膽 汁0.4gト 云 フ多 量 ヲ含 有 セ シ

メタ ル爲 ト思 惟 セ ラル,然 レ ドモ對 照 ニ於 テ

尚 ホ3.64%ノ 副 作 用 率 ア リ,又 余等 ノ使 用 シ

タ ル諸經口ヴ クチ ンニ比 シテ,第5表ニ 示 セ

ル ガ如 ク該副 作 用 ハ,其 ノ甲 乙 ヲ論 ズ ル コ ト

能 ハズ.該 副 作 用 ハ大 局 ヨ リ見 レバ 何 等 ノ顧

慮 ノ要 ナ シ ト思 惟 スベ キモ ノナ ルベ シ

チ フス,バ ラチ フ スA,B及 ビ赤 痢ニ 就 テ

經口ヴ クチ ン實 施 ニ ヨル豫 防效 果 判 定ニ 關 シ

テハ チ フスニ於 テ熊 谷 氏 ハ1/4,豐 田,二 木兩 氏

ハ1/7.5ニ 低 下 セ リ ト論 ジ,井口 氏 ハ赤 痢 ニ於

テ1/3ニ 低 下 セ リ ト報 告 セ ル モ,氏 等 ハ總 テ數

年 ノ實 施 成績 上 ヨ リノ結 論 ニ シ テ余 等 ノ成績

ハ未 ダ1囘 ノ成績 ナ ル ヲ以 テ今後 數 年 連 續 成

績 ヲ見 ル ニ非 レバ,直 チ ニ罹 患 率低 下 ニ論 及

ス ル ハ不 當 ト思 惟 ス.然 レ ドモ服 用者 中工 場

ニ於 テハ チ フ ス罹 患 者1名 モ無 ク僅カ 赤 痢 患

者2名 ヲ發 生 シタル ノ ミニ シテ而 モ其 ノ經 過

良 好 ニ シテ死 亡者 皆 無 ナ ル點 等 ハ余 等 ノ實 驗

ニ於 テ亦 服 用 ハ罹 患 率 ヲ低下 セ シムル ノ消 息

ヲ充 分ニ 明 示 セ ル モノ ナ ラ ン ト思 惟 セ ラル.

町 民ニ 於 テハ チ フス罹 患 者1名 ニ シテ非 服

用者ニ 比 シ同 率 ニ シテ赤 痢 罹 患 率 ハ非 服 用者

ノ夫 レニ比 シ僅 少 ナ ガ ラ高 率 ヲ呈 シタ ル ハ結

局 服 用 者 僅 少 ナ ル ヲ以 テ統 計 的觀 察 ハ 當 ラズ

ト思 惟 セル モ,其 ノ經 過ニ 於 テ將 又死 亡率 ニ

於 テ良好 ナ ル成 績 ヲ示 セル ヲ以 テ 今後 ノ成 績

ニ多 大 ノ期 待 ヲ掛 ク ン トス.

第7章 結 論

昭和11年4月ヨ リ46日 間ニ 亙 リ實 施 セル

余 等 ノ實 施 圭 體 タル鷄 チ フ ス菌 經口 ワク チ ン
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'

及 ビ其 ノ他 ヘ テ ロゲン ナ ル異種 菌經口免 疫 實

施 及 ビ三 共 チ フス内 服 ワク チ ンヲ 以 テ ス ル實

施成 績 ヲ結 論 スル コ ト次 ノ如 シ.

1. 服 用者 副 作 用 ハ 僅微 ナル モ,鷄 チ フ ス

菌 内服 者ニ シテ,膽 汁前處 置 ヲ施 シタ ル場合

副 作 用 稍 々高 率 ニ シテ6.81%鷄 チ フス菌錠

ノ ミノ服 用者ニ 於 テ ハ4.20%,ヘ テ ロゲ ン服

用者5.97%,三 共 チ フス内 服 ワ クチ ン服 用者

6.59%,尚 ホ乳 糖 錠 服 用 者 ニ於 テ モ3.64%ノ

有 反應 者 ヲ見 タ リ(第6章 考 按 參 照).

2. 副作 用症 状 ノ主 ナル ハ腹 痛,頭 痛,下

痢 ニ シテ發熱 嘔 吐 ハ僅 少 ナ リ シ.

3. 服 用者 中工 場 罹患 率 ハ非 服 用 者 ニ比 シ

低 率 ニ シテ,町 民 罹 患 率 ハ赤 痢 ニ於 テ稍 々高

率 ナル モ,何 レモ罹患 者 ノ經 過 良好 ニ シテ死

亡者1名 モナ シ.余 等 ハ此點ニ 就 テ更ニ 實 施

ヲ重ネ テ後 日ニ其 ノ結 果 ノ正鵠 ヲ期 セ ン トス.

4. 余 等 ハ余 等 ノ供 試 セル鷄 チ フス菌ヴ ク

チ ンハ 人體 應 用 ニ成 功 セ ル モ ノ ト信 ズ.而 シ

テ膽 汁前處 置 ハ非處 置ニ 優 レル モ ノ ノ如 シ.

5. 町 民 赤痢 罹 患率 其 ノ他 赤痢ニ對 スル實

施 成績 ハ又 後 日 ヲ期 ス ルベキ モ ノ ト思惟 ス.

追記

服用者 中縣外轉出 者ハ其 ノ後照會 ノ結果全部

健康ナ リトノ囘答 ヲ得 タリ.本 稿 ハ概要 ハ昭

和11年2月 岡山醫學會 ニテ發表 シタリ.

(擱 筆スルニ 當リ終 始御懇篤ナル御指導竝 ニ

御校閲 ノ勞 ヲ賜 リシ恩 師鈴木教授ニ滿 腔 ノ謝

意 ヲ表 ス.尚 ホ種々御 助言,御 助力 ヲ戴キシ
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